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2019 年度事業計画 

 

 演劇の普及と演劇に関する助成によって、文化の向上に寄与することを目的として活動

する本協会の助成事業（演劇関係者への助成金交付、海外研修、脚本家育成への助成）、普

及事業（半額観劇会、演劇に関する講座開催）、調査事業等、公益諸事業は順調に推移し、

成果をあげている。 

 本年はこれらの諸事業を遂行することによって更なる公益事業の充実を図る。 

 

Ⅰ助成事業 

１．演劇関係者への助成金交付 

演劇制作・興行の発展に寄与されたと認められた団体または個人に交付するもので、

内外からの推薦を募り、これを委員会及び理事会の審議を得て決定する。 

                         （助成金は１件 50 万円） 

 

２．海外研修への助成 

1989 年に発足した海外研修は、研修者が欧米の演劇と文化に直接肌に触れることで

大きな実績となる。海外演劇、特にミュージカル公演は盛況であり、本場のニュー

ヨーク、ロンドンの舞台を研究したいという要望は強く、これまでの延べ参加人員

は 526 名に達している。2019 年度も例年通り、演劇業界に携わり新しい分野に取り

組む意欲を持つ人たちに、海外文化、演劇を勉強する機会を提供する事業として、

内外から申請を募り実施する。本年度もニューヨーク・ブロードウエイ、ロンドン・

ウエストエンド等の劇場視察を行う。 
         （研修費は１人 25 万円及び研修先での観劇代金（上限 10 万円）） 

 

３．脚本家育成への助成（脚本募集及び脚本家養成講座） 

演劇の基盤を広げるためには優秀な脚本が求められる。演劇の脚本は一朝一夕に生

まれるものではなく、長期的な養成が必要である。 

2018 年度後半より告知を開始した当協会主催「第八回脚本募集」事業において、 

2019 年度、2020 年度にかけて作品募集・審査を行い、受賞作を決定する予定    

である。 

また、2013 年度より「初級コース」「中級コース」「マスターコース」の 3 コースと

した「脚本家養成講座」を引き続き開催する。演劇に親しんで、戯曲の創作を学ん

でもらう。また、本年度も各分野のゲスト講師を招き、講座の充実を図る。 

 

Ⅱ普及事業 

   東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団、公益財団法人都民劇場、独立行政法人
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日本芸術文化振興会・国立文楽劇場、大阪府、公益財団法人名古屋市文化振興事業

団と本協会とが共催している半額観劇会は、低廉な価格で質の高い舞台芸術を鑑賞

する機会を提供する事業として、都民、府民、市民から幅広く支持され、演劇人口

の裾野を広げている。 

2019 年度は加盟 11 劇場の協力を得て、東京地区 4回、大阪地区 6回、名古屋地区 

3 回、九州地区 7回、計 20回を実施する予定である。 

また、加盟劇場を利用した演劇教室を実施し、若年層を中心に演劇人口の拡大に努 

める。 

 

Ⅲ会報の発行 

   協会の事業及び情報の周知を図るために会報を年 2回（7 月・12月）発行し、 

会員、賛助会員、所轄官庁、関係団体、マスコミ関係に配布する。 

 

Ⅳ調査事業 

   わが国の演劇関係の参考資料として、海外の演劇興行の実情を調査、研究し報告書

を作成する。  

ぴあ株式会社が経済産業省及びデジタルコンテンツ協会より事業委託を受けて制作

する「ライブ・エンターテインメント市場調査報告書」を入手し、加盟劇場と情報

を共有する。 

    

以 上 


